
２０２５年度事業計画 

 

協会運営は、定款に定める趣旨目的の原点に立ち返り、本会の目的達成に努め、先達が築

き上げた歴史を引き継ぐとともに、演出空間・映像領域の更なる将来を築くべく、なお一層

邁進する。 

公益法人の認定を受けて以来、広く社会に資するよう、活発な事業を展開してきたが、本

会の活動が照明家一人一人に浸透するよう、今後も会員とともに更なる工夫と努力を積み

重ねて行く。また、2025 年 4 月に施行となる新しい公益認定制度に向けた対応を図って行

く。 

以上の状況を踏まえ、本年度は次の事業計画及び運営体制を策定する。 

 

（基本方針） 

１. 次世代の人材育成。 

２. 公平性・透明性に心がけ、公益事業活動を展開。 

３. 協会事業の継承・改善、及び新規事業の企画推進。 

４. 支部活動を中心とした地域文化への貢献。 

５. 組織運営体制の見直しと新しい公益認定制度に向けた対応。 

 

Ⅰ 公益目的事業 

 

舞台及びテレビジョンの照明に関する研究並びに知識の交換の促進に努め、照明家の資

質と技術の向上を図り、芸術及び文化の高揚と普及への寄与を目的とした事業の効果的な

運用を進める。 

 

（事業の内容） 

１．照明技術に関する技能の認定 

（１）「舞台・テレビジョン照明のための公開講座」（中央講座・地域講座）の開催。 

（２）「舞台・テレビジョン照明技術者 1 級試験」及び「同 2 級試験」の実施。 

以上は、技能認定委員会・次世代育成委員会・技術委員会・安全委員会・広報委員会及

び各支部・部会の連携により実施する。 

当事業は、「技能認定規程」及び「技能認定基準」において基準を公開し、実施時期・受験

資格等を協会誌・ホームページやチラシ等で公開し、当協会員のみならず広く一般に公募し、

受講・受験の機会を与え実施する。また、技能認定 1 級取得者に対して、大きく変貌する安

全の問題や照明技術を学べる場の提供を進める。昨今の急速な時代の変化により、作業の安

全性や効率化対策等で統一した資格認定の必要が求められている。照明、舞台、音響、制作、

その他関連するセクションや団体等と連携し、次代に継承できる技能認定制度になるよう、

更新制度なども含めて検討して行く。  

 



 

２．研修会、講習会、展覧会等の開催 

（１）舞台及びテレビジョン照明のための新人講座の開催。 

（２）全国照明技術者会議の開催は、舞台企画とテレビ企画と合同で行う。 

（３）地域舞台照明技術者会議の開催。 

（４）技術及び安全作業に関するセミナーの開催。 

（５）各支部・学校等へ出向いての安全講習の実施。 

（６）他団体と共催する講座等の実施もしくは後援。 

（７）上記講座等と併催する展示会等の主催・共催・後援。 

以上は、次世代育成委員会・安全委員会・技術委員会・技能認定委員会・広報委員会及

び各支部・部会の連携により実施する。 

当協会員のみならず、全照明家のスキルアップ、専門家としての資質の向上のため継続的に

実施。環境保護やエコ対策への対応など時宜を得たテーマで企画する。個人だけではなく協

会の裾野を広げ全体のスキルアップにつながるよう、各分野の垣根を超えた交流により相

互理解を深め、活発な活動に繋げていく。  

 

 

３．照明に関する調査研究 

（１）照明技術の情報収集・分析・調査・研究。 

（２）各支部 N.G.C.（Next Generation Committee）による技術研究会の開催。 

（３）新器具・新機材の実験的・実証的研究。 

（４）海外の照明に関する調査・研究。 

以上は、技術委員会・次世代育成委員会・安全委員会・国際委員会・技能認定委員会・

広報委員会及び各支部・部会の連携により実施する。 

不特定多数者の利益増進に寄与することを主たる目的として、協会誌やホームページ等

で事業の意義・内容を公表し、照明に関わる全ての人々へ知識・情報の普及を図る。調査・

研究の成果は各種セミナーや協会誌・ホームページなどより一般に公開する。 

 

４，研究の奨励及び業績の表彰 

（１） 照明デザイン、技術等を対象とした舞台部門、テレビ部門の審査・表彰。 

（２） 舞台・テレビジョン照明への功労者を顕彰。 

以上は、顕彰委員会・広報委員会及び各支部・部会の連携により実施する。 

審査体制や審査方法の見直しと改善を図り、応募に関しては協会誌やホームページで一般

に広く広報を行う。自薦・他薦いずれも当協会員の資格がなくとも応募できる。また、応

募作品のジャンルを広げ、照明家の士気を高め技術向上に繋がるよう、協会賞の更なる活

性化を図る。全ての受賞者・作品は受賞の理由を付して協会誌及びホームページで公表す

る。なお、大賞に関しては協会誌やホームページ等で詳細な解説をして、他の照明家の参

考となるようにする。 



 

５．協会誌及び関連図書の刊行 

（１）「日本照明家協会誌」の発行及び Web サイトによる広報事業。 

（２）「舞台テレビジョン照明・基礎編２０２１」増刷  

以上は、広報委員会・出版委員会・手帳編集作業部会・技術委員会・次世代育成委員会・

安全委員会・国際委員会・技能認定委員会及び各支部・部会の連携により実施する。 

照明の研究成果や業績の発表、照明の歴史や劇場機構の研究、最新の機材や操作方法、

多様な芸術の研究等広く照明に関する情報を提供することを目的とし、協会員以外の人々

にも照明の情報を得る窓口とする。 

協会誌は協会員のみならず公官庁並び芸術関連諸団体や学校、図書館等に無償で配布し、

一般の人々にも関連図書を購入可能とする。 

 

６．関連団体との連絡提携及び国際協力 

全国舞台テレビ照明事業協同組合、公益社団法人芸能実演家団体協議会、公益社団法人

全国公立文化施設協会、全国高等学校演劇協議会等関連団体等と連携し、前項までの事業

を推進する。また、韓国放送照明協会をはじめ海外の照明家との交流や国際協力のプログ

ラムを通じて幅広い活動を行う。 

 

Ⅱ 協会組織運営 

１． 会勢 

本会は、照明家の親睦団体としてスタートし、1973 年(昭和 48 年)文化庁法人認可から 

次第に成長し、2010 年(平成 22 年)「公益社団法人」に認定され、今年で法人認可から

52 年を迎える。今年度も公益目的事業を推進し、「民による公益」の意識を高める活動に

努め会員増強を進めて行く。 

協会の組織増強には、会員の増強という目に見える側面と、創作活動の中で示される協

会や照明家の芸術上の社会的名声や信望の獲得・蓄積という無形の側面との両面がある。

組織の増強は協会の社会的力量を大きくするだけでなく、これにより照明家の社会的地位

の確立の一助ともなり、ひいては芸術文化の興隆に貢献することに繋がる。 

 

２． 業務執行体制の整備と強化 

公益社団法人に認可されて以来、定款による執行体制、定款及び諸規定に沿った活動、

コンプライアンス及びガバナンスの強化に努めている。 

さらに 2025 年 4 月の公益法人認定制度改定による定款や諸規程の整備を図り、併せて

今後の運営に若い人材や女性を活かすため、理事増員などを含めた体制づくりを進める。

2024 年 2 月に大規模リニューアルを行なった Web サイトでは、2025 年版より新たに電

子書籍版を発刊した照明家手帳をはじめ、協会活動や事業内容をわかりやすく公開し、協

会員の知識交換の場となるコミュニティの設置を進める。 

 



 

円滑な協会運営、全国支部の負担軽減を図るため、事務局体制も事業・管理関係の業務

効率化を更に進め業務改善に努める。 

 

３． 協会内システム 

多岐にわたる事業の支援と確実な運営のため、会員情報・財務会計等の運用システムに

ついて常に見直しを行い、業務の整備・作業の効率化を目指す。特に公益法人認定制度改

定による財務規律への対応に向けた整備を図る。 

以上 

 


